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研究概要
複雑化する社会課題解決のために、自然科学と人文・社会科学にまたがる学際研究の重要性がますます高まってい

る。他方で、分野を超えた協働は容易ではないと認識され、科学を対象とした社会科学研究ではその困難と原因につ

いて論じられてきた。しかし、実際の共同研究の遂行は、当事者による暗黙知や経験則によってその方法が模索され

るに留まっている。本研究では、自然科学、人文・社会科学の研究者を含む、学際的な共同研究プロジェクトにおけ

る異分野間の（ディス）コミュニケーションがいかにして生じ、どのような意味で学問分野を超えた協働・融合がなさ

れたのかを明らかにする。ラボラトリー・スタディーズは、実験室などの研究の現場で調査者（外部者）が参与観察

を行ない、そこで何が起こっているかを理解するアプローチである。これに対して、本研究では、代表研究者および共

同研究者が、当事者（内部者）として参与した研究プロジェクトを対象とし、論文生産のような学術研究の特徴的な

営みだけではなく、日常的に行なわれる会議、作成する文書なども分析する。異分野研究者間で何がどう語られたのか、

民族誌的な記述と分析を行なうことで、学際研究の可能性を具体的に検証し、社会課題解決に結びつく研究実践の新

たな方法論を提示する。
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